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国連大学前でアピール行動 
ILOガイ・ライダー事務局長との面談実現 

 ILOのガイ・ライダー事務局長が 5月 10日から 13日まで来日され、12日に国連大学で

フォーラムが開催されました。当該労組・原告団は、基調講演を行うガイ・ライダー氏の到

着を待ちながら、国連大学前で争議の早期解決を訴えるアピール行動を行いました。 

過密スケジュールの中、ガイ・ライダー氏は、乗員組合・CCU・争議団の代表との懇談に

応じて下さいました。 

 

 

 

5 月 12 日、炎天下の中、33 名が 12 時から

国連大学前で横断幕を掲げてチラシを配布す

るなど、アピール行動を展開しました。道行く沢

山の方がチラシを受け取り、話しかけてくる方

も。 

「ベテランは必要だよね。育てるのに時間もお

金もかかるし、企業にとってはもったいない。どう

して戻さないのだろう。応援します。頑張って下

さい」というコメントも頂きました。 

13 時半頃到着したガイ・ライダー事務局長は

行動参加の争議団に近寄り、集合写真の撮影

にも応じて下さいました。 

 

ガイ・ライダー氏到着に合わせ 
国連大学前で宣伝行動！ 

5 月 12 日、多忙なスケジュールの合間をぬって、

ガイ・ライダー事務局長は、日航乗組、CCU、争議団

の代表と懇談の時間を取って下さいました。 

限られた時間の懇談でしたが、両労組と争議団の

代表より解雇問題の最新の状況を報告し、原告の思

いや ILO への要請をガイ・ライダー事務局長に伝え

ることができました。 

5月 12日の ILO議連に参加する国会議員との懇

談において事務局長は、公務員と JAL 問題につい

て、‟勧告の実現に向け今後も適切な方法によって工

夫していく“旨表明しており、引き続き尽力して下さる

ことに間違いありません。 

 

労組代表と争議団代表が 
ガイ・ライダー氏と面談 

【写真】 国連大学に到着したばかりのガイ・ライダー事務局長とともに（５月１２日） 
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